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[背景]アクアポリン (AQP) は細胞膜で、の水輸送に重要な役割を果たす膜タンパク質で、あり、

唾液腺では腺房細胞でAQP5 が管腔膜側へ移動し唾液分泌時の水輸送を促進している。

シェーグレン症候群(SS) は眼乾燥と口腔乾燥を主徴とする自己免疫疾患であり、本症の唾液分

泌量低下には、上皮の破壊に加えてAQP5 の分布異常の関与が報告されている。

[目的]SS の小唾液腺(MSG) におけるリンパ球浸潤、腺房細胞内 AQP5 の分布異常および

唾液分泌量の関連を検討した。

[方法]原発性 SS(pSS) 患者 20 例と健常対照 10 例を対象とした。 MSG における AQP5 の発

現を、抗ヒト AQP5 抗体を用いて免疫染色により確認し、腺房細胞における AQP5 の分布を

AQP5 管腔側分布率(管腔膜側1/ 3の細胞質全体に対する比率)で示した。唾液分泌量は

saxon test により測定した。

[結果]pSS 患者 20 例の AQP5 管腔側分布率は 40.9 土1. 3出で、健常対照例(85.3 :i:: 1. 6%) に

比べ有意に低下していた(pく0.001) 。一方、 MSG におけるリンパ球浸潤別にみたAQP5 管腔側

分布率は、高度リンパ球浸潤例(40.8 :i:: 1.5%) と中等度リンパ球浸潤例(41.1+2.1%) の聞に差を

認めなかった。唾液分泌量は、高度リンパ球浸潤例(0.8 :i:: 0.2g/2 分)、中等度リンパ球浸潤例

(2.6 土0.6g/2 分)で、健常対照例 (5.1 土0.4g/2 分)に比べてそれぞれ有意に低下していた

(pく0.001 ，pく0.01) 。

{結論]pSS 患者の MSG における腺房細胞内 AQP5 の分布異常を確認した。本症の唾液分

泌量低下に腺房細胞内 AQP5 の分布異常の関与が示唆された。加えて、 AQP5 の細胞質内

の分布異常は MSG にリンパ球浸潤が中等度にみられる時期に確認された。


